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南アルプス市立若草小学校 

校 長  澤登 一浩 

  

〔会議日時〕 平成３０年１月１５日（月）１９：００～２０：３０ 

〔会議場所〕 若草小学校 校長室 

〔出 席 者〕 

 

・学校関係者評価委員５名 

 和田 則之さん（寺部自治会長 ・学校評議員）  

村松 秀樹さん（社会教育委員 ・学校評議員）  

 松田 結香さん（主任児童委員 ・学校評議員） 

林  正幸さん（ＰＴＡ会長  ・学校評議員） 

斉藤 泉 さん（ＰＴＡ副会長 ・学校評議員） 

 

・学校側３名 

 澤登 一浩（校長）   望月 政幸（教頭）   内藤 大輔（主幹教諭） 

 

１ 学校からの説明事項 

第２回学校評価，各アンケートの集計結果について 

①児童アンケート内容及び集計結果・考察・改善策について 

②保護者アンケート内容（施設）及び集計結果・考察・改善策について 

③教職員アンケート内容及び集計結果・考察・改善策について 

 

２ 意見交換 

（１） いじめについては，高学年になると，親にも先生にも話さなくなるので難しい。学

校が相談にのりやすい雰囲気で，すぐに対応してくれている。保護者が学校側と連

絡を密に取ることがいじめ防止や，早期解決につながる。 

（２） 友だちと遊ぶことも大切，宿題も大切。そのバランスを家庭でも考え，家庭学習を

進めていく必要がある。学習意欲を大切にしながら，学校と家庭との連携が今後も

必要である。 

（３） 夏のラジオ体操は中学生が中心になり，上級生がリーダーシップをとりながら，行

っている。また南アルプス市の球技会も若草地区は出ているが，他の地区はあまり

参加をしていない。保護者・役員の方も一緒になって行事を盛り上げているので，

児童も励みになっている。 



（４） 通学の時の心配（安全見守り） 

人間関係，あいさつ，横断歩道のわたり方，側溝 → 

地区の方々の意見を参考に学校で対処していく。 

（５） ＰＴＡ活動で，見守り隊とバザーの２種類の新しい事業が行え，充実した。 

（６） 運動会や学芸発表会など，学校は児童や保護者，地域が楽しみにしている行事を行

っていただいていて大変ありがたい。外国語等入ってきて，授業時数の確保等忙し

くなるが，児童の充実感を大切にし，工夫しながら，これからも学校行事を充実さ

せてほしい。 

（７） 数年前はこの地区の，特に中学校が荒れていたが，今は本当に落ち着いている。小

学校から教育が大切。また地域との連携・協力体制が必要。 

（８） 昔の子は，目に見えるやんちゃであったが，今の子は何を考えているのかわからな

い。物や情報があふれている昨今，インターネットやスマホなどに左右されないよ

う，きちんとした自分をもってもらいたい。ネットはネット，自分は自分というよ

うに，親も子どもを教育したい。 

 

平成２９年度第２回学校関係者評価委員会では，以上のような意見をいただいた。 

第１回学校評価をふまえて，課題をしぼり，その取組と成果を明らかにしたのが第２

回学校評価である。学校関係者評価委員の皆さんには，後期までの取組を評価していた

だくと同時に，来年度に向けての励ましをいただいた。意見を参考にしながら，今後の

教育活動をより豊かで実り多いものにしていくことを確認した。 

 

 


